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今
後
、
名
細
地
区
の
道
路
交
通

網
を
踏
ま
え
、
橋
を
架
け
る
こ
と

の
必
要
性
や
交
通
の
利
便
性
に
つ

い
て
探
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
名
細
地
区
の
諸
問
題

　
　
市
内
の
観
光
資
源
、
旧
鏡
山

酒
造
、
旧
川
越
織
物
市
場
、
旧
三

善
跡
地
、
旧
山
崎
家
別
邸
、
久
保

町
に
あ
る
武
家
屋
敷
、
七
曲
り
、

の
回
遊
性
向
上
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　
川
越
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の

約
四
十
七
％
は
、
三
時
間
程
度
の

短
い
滞
在
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
少
し
で
も
長
く
滞
在

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
た
め
、

観
光
客
の
回
遊
性
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
議
員
か
ら
話
の
あ
っ
た
、
旧
鏡

山
酒
造
や
、
旧
川
越
織
物
市
場
な

ど
を
巧
く
活
用
し
、
長
く
観
光
散

策
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
の
回
遊
性
の
向
上

　
ま
ち
づ
く
り
会
社

　
　
市
の
発
達
障
害
者
支
援
は
医

療
・
福
祉
・
教
育
・
商
工
と
担
当

所
管
が
別
々
だ
が
、
発
見
か
ら
教

育
就
労
ま
で
未
来
の
子
供
達
の
為

に
一
貫
支
援
体
制
を
作
れ
な
い
か
。

　
　
発
達
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

本
市
の
場
合
、
乳
幼
児
期
は
保
健

医
療
部
門
及
び
児
童
福
祉
部
門
、

学
齢
期
は
教
育
委
員
会
、
成
人
期

は
障
害
福
祉
部
門
と
分
断
的
な
支

援
体
制
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
関

係
部
門
の
一
貫
し
た
発
達
障
害
者

支
援
体
制
が
最
も
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
先
進
事
例
を

参
考
に
、
各
種
方
策
を
考
慮
し
、

一
貫
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。

　
発
達
障
害
者
支
援

　
通
学
路
の
安
全
対
策

　
　
無
料
妊
婦
健
診
は
、
現
在
二

回
。
望
ま
し
い
健
診
回
数
の
十
四

回
は
、
経
済
的
に
大
き
な
負
担
で

あ
る
。
本
年
一
月
の
国
の
指
針
を

受
け
、
市
の
来
年
度
へ
の
対
応
は
。

　
　
無
料
妊
婦
健
診
拡
充
の
国
の

指
針
に
基
づ
き
、
川
越
市
で
は
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
、
指
針
に
示

さ
れ
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

Ｃ
型
肝
炎
抗
体
検
査
、
グ
ル
コ
ー

ス
（
血
糖
値
）
な
ど
の
検
査
項
目

も
新
た
に
追
加
し
、
現
在
二
回
実

施
し
て
い
る
妊
婦
健
診
の
公
費
負

担
の
回
数
を
、
健
康
な
妊
娠
、
出

産
を
迎
え
る
上
で
、
最
低
限
必
要

と
さ
れ
る
五
回
に
増
や
す
予
定
で

あ
る
。

　
市
民
の
健
康
を
守
る
市
の
支
援

　
資
源
回
収

　
　
他
の
自
治
体
に
負
け
な
い
文

化
芸
術
行
政
を
生
む
に
は
早
急
に

文
化
芸
術
振
興
計
画
の
策
定
が
必

要
で
あ
り
予
算
措
置
と
組
織
の
充

実
を
要
す
が
市
長
の
答
弁
を
求
む
。

　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
に
制
定

さ
れ
た
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の

理
念
に
基
づ
き
、
文
化
芸
術
活
動

を
行
う
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を

促
進
出
来
る
よ
う
支
援
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
さ
ほ
ど
多
く
の

予
算
は
取
れ
な
い
が
、
効
率
的
に

運
営
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
分
野
が
広
い
た
め
、
体
制
を
整

え
、
幅
広
い
市
民
の
文
化
芸
術
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
文
化
芸
術

振
興
計
画
を
策
定
す
る
。

　
川
越
市
の
文
化
政
策

　
　
中
原
町
一
・
二
丁
目
境
付
近
、

通
町
中
央
公
園
南
側
、
松
江
町
一

丁
目
自
治
会
館
南
側
付
近
の
浸
水

問
題
を
今
後
ど
の
様
に
解
決
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

　
　
中
原
町
一
・
二
丁
目
境
の
地

形
的
に
低
い
交
差
点
で
、
浸
水
す

る
雨
水
を
本
川
越
駅
西
口
広
場
予

定
地
に
計
画
し
て
い
る
貯
留
量
約

一
千
杉
の
雨
水
貯
留
施
設
に
、
一

時
貯
留
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中

原
町
一
・
二
丁
目
境
の
浸
水
対
策

を
図
り
た
い
。
更
に
こ
の
施
設
に

よ
り
、
下
流
域
の
通
町
中
央
公
園

南
側
交
差
点
、
松
江
町
一
丁
目
自

治
会
館
南
側
の
浸
水
被
害
を
軽
減

さ
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
で
の
浸
水
問
題

　
仙
波
河
岸
史
跡
公
園

　
　
川
越
市
駅
霞
ケ
関
側
大
踏
切

は
交
通
量
が
多
く
危
険
で
あ
る
。

野
田
五
町
よ
り
提
出
さ
れ
た
歩
道

橋
の
新
設
を
東
武
鉄
道
と
の
協
議

の
上
、
早
期
に
建
設
さ
れ
た
い
。

　
　
歩
道
橋
梁
建
設
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
地
元
野
田
五
町
か
ら
平

成
十
九
年
六
月
に
東
武
鉄
道
株
式

会
社
東
上
業
務
部
に
歩
道
橋
の
設

置
検
討
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
七

月
と
十
月
に
は
川
越
市
に
お
い
て

も
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

川
越
市
駅
西
側
地
区
に
は
駅
西
口

開
設
と
駅
前
広
場
整
備
を
前
提
に
、

暫
定
措
置
と
し
て
歩
道
橋
等
の
設

置
を
考
え
て
参
り
た
い
。

　
自
治
会
集
会
所
等
の
建
設
補
助

　
川
越
市
駅
及
び
付
近
の
整
備

　
　
市
の
生
活
保
護
体
制
は
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
あ
た
り
の
担
当
世
帯

が
多
く
、
他
市
と
比
べ
て
も
低
水

準
に
あ
る
。
丁
寧
な
対
応
に
支
障

が
出
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
所
要
配

置
人
員
は
八
十
世
帯
あ
た
り
一
名

が
標
準
数
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
平
成
十
九
年
度
の
一
人
あ
た

り
の
平
均
担
当
世
帯
数
は
百
十
四

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
世
帯
数
が

多
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
細
か
な

対
応
が
困
難
と
な
る
こ
と
や
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
過
重
労
働
な
ど

生
活
保
護
行
政
の
執
行
に
支
障
を

き
た
す
お
そ
れ
も
あ
る
。
今
後
適

正
な
職
員
の
配
置
に
努
力
し
た
い
。

　
生
活
保
護
行
政
の
あ
り
か
た

　
障
が
い
児
が
通
う
施
設
の
改
善

　
　
築
三
十
年
以
上
の
建
物
が
約

五
割
で
あ
る
。
図
書
室
や
体
育
館

の
雨
漏
り
は
、
緊
急
に
直
す
べ
き

だ
。
来
年
度
は
、
耐
震
化
も
含
め

予
算
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
立
の
学
校
に
つ
い
て
は
、

全
般
的
に
施
設
が
古
く
な
っ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。

　
現
在
川
越
市
で
は
、
耐
震
化
を

重
要
視
し
て
お
り
、
優
先
的
に
対

応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
来

年
度
以
降
は
出
来
る
だ
け
予
算
を

つ
け
、
こ
ど
も
が
使
う
施
設
で
あ

る
た
め
、
全
体
的
に
細
か
い
所
ま

で
気
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
諸
問
題

　
学
校
施
設
の
改
修

　
　
川
越
駅
西
口
に
移
転
の
場
合

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
庁
舎
建
設
基

本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

　
　
川
越
駅
西
口
周
辺
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
は
庁
舎
移
転
も
踏
ま

え
、
策
定
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

庁
舎
等
を
建
設
す
る
場
合
、
一
般

的
に
は
基
本
構
想
を
策
定
し
、
基

本
計
画
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

と
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
が
多
い

が
、
事
業
手
法
に
よ
っ
て
手
順
が

異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
今
後
は
最
も
効
率
的
な
手
法

を
検
討
し
、
必
要
な
手
順
を
踏
ん

で
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
市
役
所
の
川
越
駅
西
口
移
転

　
観
光
施
策

　
　
こ
の
制
度
は
市
民
に
ズ
シ
リ

と
重
い
負
担
に
な
る
低
所
得
者
対

策
と
し
て
、
市
民
の
命
を
守
る
た

め
、
市
独
自
の
助
成
制
度
を
検
討

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
国
が
来
年
四
月
以
降
も

給
付
と
負
担
の
あ
り
方
を
継
続
し

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

法
律
改
正
に
よ
る
負
担
軽
減
に
も

含
み
を
残
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
従
っ
て
、
低
所
得
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
見
定
め

て
、
今
後
の
行
動
を
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
総
合
卸
売
市
場

　
真
寿
園
跡
地
、
目
白
学
園
跡
地

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

　
　
古
谷
小
と
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

を
結
ぶ
江
遠
島
上
江
橋
は
狭
隘
。

通
学
路
と
し
て
も
不
十
分
な
の
で

地
域
の
要
望
に
沿
い
、
改
修
が
必

要
と
考
え
る
が
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
橋
梁
前
後
付
近
の
歩
道
拡
幅

は
、
法
部
分
を
利
用
す
る
こ
と
で

可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
民
地
と
の

境
界
査
定
や
橋
梁
の
拡
幅
に
伴
う

強
度
の
検
討
等
、
ま
た
用
地
買
収

も
必
要
と
な
る
た
め
、
関
係
者
と

の
協
議
調
整
や
橋
梁
の
構
造
検
討

を
含
む
調
査
委
託
が
必
要
と
な
る
。

　
改
修
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

年
次
計
画
を
立
て
た
段
階
的
な
整

備
と
な
る
が
、
順
次
要
望
に
添
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
川
越
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

　
古
谷
地
区
小
学
校
の
環
境
整
備

　
　
財
政
計
画
は
、
中
長
期
的
な

行
財
政
運
営
を
行
う
為
の
試
金
石

と
考
え
る
が
、
市
は
今
後
財
政
裏

付
け
を
明
示
し
た
基
本
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
現
在
の
前
期
基
本
計
画
の
主

眼
は
、
推
進
す
べ
き
施
策
の
方
向

性
を
体
系
的
に
示
す
こ
と
に
あ
り
、

財
政
と
の
整
合
性
は
、
各
施
策
の

実
施
計
画
及
び
予
算
編
成
で
調
整

す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
五
年
間
等
の
中
期
的

財
政
見
通
し
の
下
で
主
要
事
業
の

方
向
性
や
事
業
費
を
示
せ
ば
、
計

画
の
今
後
の
見
通
し
等
も
明
確
に

な
る
た
め
、
後
期
基
本
計
画
策
定

の
際
に
は
検
討
し
た
い
。

　
総
合
計
画
と
財
政
フ
レ
ー
ム

　
高
階
地
区
の
諸
課
題

　
　
誰
も
が
か
か
る
要
素
の
あ
る

「
う
つ
病
」
そ
の
早
期
発
見
・
治

療
に
結
び
つ
け
る
為
、
市
で
窓
口

相
談
を
設
け
、
広
報
の
市
民
相
談

欄
に
加
え
る
事
は
で
き
な
い
か
。

　
　
議
員
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た

よ
う
に
、
う
つ
病
に
焦
点
を
あ
て

た
相
談
窓
口
を
、
市
民
に
周
知
す

る
こ
と
は
、
病
気
の
早
期
発
見
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署

と
協
議
の
上
、
病
気
に
な
る
前
に

気
軽
に
相
談
出
来
る
窓
口
を
広
く

市
民
に
周
知
す
る
た
め
に
、
「
広

報
川
越
」
の
市
民
相
談
案
内
を
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
行
政
改
革
と
職
員
体
制

　
自
殺
予
防
対
策
の
推
進

　
　
平
成
二
十
年
一
月
に
Ｄ
Ｖ
防

止
法
が
改
正
に
な
る
が
、
川
越
市

と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
の

策
定
や
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
川
越
市
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
Ｄ
Ｖ
改
正

法
に
従
い
、
都
道
府
県
の
基
本
計

画
を
勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
埼
玉

県
が
策
定
す
る
基
本
計
画
を
勘
案

し
て
策
定
し
て
参
り
た
い
。

　
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
の

中
に
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
盛
り
込
む
予
定
で

あ
り
、
今
後
様
々
な
情
報
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
そ
の
機
能
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
点
と
取
組

日
本
共
産
党
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答

問

答 問

質問質問 質問 質問質問質問質問

質問 質問質問質問

質問質問 質問質問質問

質問質問質問

質問質問質問

質問 質問

市

役

所

の

移

転

日
本
共
産
党

　 

佐
　
藤
　
恵
　
士

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問 答答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

財
政
計
画
の
必
要
性

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

Ｄ
Ｖ
防
止
の
取
り
組
み

答 問

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

「
う
つ
病
」
対
策

問

答 問質問 質問

啓
政
会
　 

山
　
口
　
智
　
也

観
光
客
の
回
遊
性
向
上

答 問

啓
政
会
　 

吉
　
田
　
光
　
雄

中
心
市
街
地
浸
水
対
策

啓
政
会
　 

新
　
井
　
金
　
作

田
町
踏
切
に
歩
道
橋
を

質問質問

日
本
共
産
党

　 

川
　
口
　
知
　
子

学
校
施
設
の
改
修

答 問
日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

生
活
保
護
体
制
拡
充
を

得
　
橋
　
　
　
剛

江
遠
島
上
江
橋
の
改
修

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

啓
政
会
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

川
越
市
の
文
化
政
策

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

無
料
妊
婦
検
診
の
拡
充

答

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

発
達
障
害
者
一
貫
支
援

答 問
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今
後
、
名
細
地
区
の
道
路
交
通

網
を
踏
ま
え
、
橋
を
架
け
る
こ
と

の
必
要
性
や
交
通
の
利
便
性
に
つ

い
て
探
究
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
名
細
地
区
の
諸
問
題

　
　
市
内
の
観
光
資
源
、
旧
鏡
山

酒
造
、
旧
川
越
織
物
市
場
、
旧
三

善
跡
地
、
旧
山
崎
家
別
邸
、
久
保

町
に
あ
る
武
家
屋
敷
、
七
曲
り
、

の
回
遊
性
向
上
を
図
る
べ
き
で
は
。

　
　
川
越
市
を
訪
れ
る
観
光
客
の

約
四
十
七
％
は
、
三
時
間
程
度
の

短
い
滞
在
時
間
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
少
し
で
も
長
く
滞
在

し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
す
る
た
め
、

観
光
客
の
回
遊
性
が
重
要
だ
と
考

え
て
い
る
。

　
議
員
か
ら
話
の
あ
っ
た
、
旧
鏡

山
酒
造
や
、
旧
川
越
織
物
市
場
な

ど
を
巧
く
活
用
し
、
長
く
観
光
散

策
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
の
回
遊
性
の
向
上

　
ま
ち
づ
く
り
会
社

　
　
市
の
発
達
障
害
者
支
援
は
医

療
・
福
祉
・
教
育
・
商
工
と
担
当

所
管
が
別
々
だ
が
、
発
見
か
ら
教

育
就
労
ま
で
未
来
の
子
供
達
の
為

に
一
貫
支
援
体
制
を
作
れ
な
い
か
。

　
　
発
達
障
害
者
支
援
に
つ
い
て

本
市
の
場
合
、
乳
幼
児
期
は
保
健

医
療
部
門
及
び
児
童
福
祉
部
門
、

学
齢
期
は
教
育
委
員
会
、
成
人
期

は
障
害
福
祉
部
門
と
分
断
的
な
支

援
体
制
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
関

係
部
門
の
一
貫
し
た
発
達
障
害
者

支
援
体
制
が
最
も
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
先
進
事
例
を

参
考
に
、
各
種
方
策
を
考
慮
し
、

一
貫
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て

い
き
た
い
。

　
発
達
障
害
者
支
援

　
通
学
路
の
安
全
対
策

　
　
無
料
妊
婦
健
診
は
、
現
在
二

回
。
望
ま
し
い
健
診
回
数
の
十
四

回
は
、
経
済
的
に
大
き
な
負
担
で

あ
る
。
本
年
一
月
の
国
の
指
針
を

受
け
、
市
の
来
年
度
へ
の
対
応
は
。

　
　
無
料
妊
婦
健
診
拡
充
の
国
の

指
針
に
基
づ
き
、
川
越
市
で
は
、

平
成
二
十
年
度
か
ら
、
指
針
に
示

さ
れ
て
い
る
子
宮
頸
が
ん
検
診
、

Ｃ
型
肝
炎
抗
体
検
査
、
グ
ル
コ
ー

ス
（
血
糖
値
）
な
ど
の
検
査
項
目

も
新
た
に
追
加
し
、
現
在
二
回
実

施
し
て
い
る
妊
婦
健
診
の
公
費
負

担
の
回
数
を
、
健
康
な
妊
娠
、
出

産
を
迎
え
る
上
で
、
最
低
限
必
要

と
さ
れ
る
五
回
に
増
や
す
予
定
で

あ
る
。

　
市
民
の
健
康
を
守
る
市
の
支
援

　
資
源
回
収

　
　
他
の
自
治
体
に
負
け
な
い
文

化
芸
術
行
政
を
生
む
に
は
早
急
に

文
化
芸
術
振
興
計
画
の
策
定
が
必

要
で
あ
り
予
算
措
置
と
組
織
の
充

実
を
要
す
が
市
長
の
答
弁
を
求
む
。

　
　
平
成
十
三
年
十
一
月
に
制
定

さ
れ
た
文
化
芸
術
振
興
基
本
法
の

理
念
に
基
づ
き
、
文
化
芸
術
活
動

を
行
う
市
民
の
自
主
的
な
活
動
を

促
進
出
来
る
よ
う
支
援
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
、
さ
ほ
ど
多
く
の

予
算
は
取
れ
な
い
が
、
効
率
的
に

運
営
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
努

力
し
て
い
き
た
い
。

　
分
野
が
広
い
た
め
、
体
制
を
整

え
、
幅
広
い
市
民
の
文
化
芸
術
活

動
を
支
援
す
る
た
め
に
文
化
芸
術

振
興
計
画
を
策
定
す
る
。

　
川
越
市
の
文
化
政
策

　
　
中
原
町
一
・
二
丁
目
境
付
近
、

通
町
中
央
公
園
南
側
、
松
江
町
一

丁
目
自
治
会
館
南
側
付
近
の
浸
水

問
題
を
今
後
ど
の
様
に
解
決
し
て

い
く
の
か
伺
う
。

　
　
中
原
町
一
・
二
丁
目
境
の
地

形
的
に
低
い
交
差
点
で
、
浸
水
す

る
雨
水
を
本
川
越
駅
西
口
広
場
予

定
地
に
計
画
し
て
い
る
貯
留
量
約

一
千
杉
の
雨
水
貯
留
施
設
に
、
一

時
貯
留
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
中

原
町
一
・
二
丁
目
境
の
浸
水
対
策

を
図
り
た
い
。
更
に
こ
の
施
設
に

よ
り
、
下
流
域
の
通
町
中
央
公
園

南
側
交
差
点
、
松
江
町
一
丁
目
自

治
会
館
南
側
の
浸
水
被
害
を
軽
減

さ
せ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
中
心
市
街
地
で
の
浸
水
問
題

　
仙
波
河
岸
史
跡
公
園

　
　
川
越
市
駅
霞
ケ
関
側
大
踏
切

は
交
通
量
が
多
く
危
険
で
あ
る
。

野
田
五
町
よ
り
提
出
さ
れ
た
歩
道

橋
の
新
設
を
東
武
鉄
道
と
の
協
議

の
上
、
早
期
に
建
設
さ
れ
た
い
。

　
　
歩
道
橋
梁
建
設
の
要
望
に
つ

い
て
は
、
地
元
野
田
五
町
か
ら
平

成
十
九
年
六
月
に
東
武
鉄
道
株
式

会
社
東
上
業
務
部
に
歩
道
橋
の
設

置
検
討
に
つ
い
て
の
要
望
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
平
成
十
九
年
七

月
と
十
月
に
は
川
越
市
に
お
い
て

も
協
議
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

川
越
市
駅
西
側
地
区
に
は
駅
西
口

開
設
と
駅
前
広
場
整
備
を
前
提
に
、

暫
定
措
置
と
し
て
歩
道
橋
等
の
設

置
を
考
え
て
参
り
た
い
。

　
自
治
会
集
会
所
等
の
建
設
補
助

　
川
越
市
駅
及
び
付
近
の
整
備

　
　
市
の
生
活
保
護
体
制
は
ケ
ー

ス
ワ
ー
カ
ー
あ
た
り
の
担
当
世
帯

が
多
く
、
他
市
と
比
べ
て
も
低
水

準
に
あ
る
。
丁
寧
な
対
応
に
支
障

が
出
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
所
要
配

置
人
員
は
八
十
世
帯
あ
た
り
一
名

が
標
準
数
と
さ
れ
て
い
る
が
、
本

市
の
平
成
十
九
年
度
の
一
人
あ
た

り
の
平
均
担
当
世
帯
数
は
百
十
四

世
帯
と
な
っ
て
い
る
。
世
帯
数
が

多
く
な
る
こ
と
に
よ
り
、
細
か
な

対
応
が
困
難
と
な
る
こ
と
や
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
過
重
労
働
な
ど

生
活
保
護
行
政
の
執
行
に
支
障
を

き
た
す
お
そ
れ
も
あ
る
。
今
後
適

正
な
職
員
の
配
置
に
努
力
し
た
い
。

　
生
活
保
護
行
政
の
あ
り
か
た

　
障
が
い
児
が
通
う
施
設
の
改
善

　
　
築
三
十
年
以
上
の
建
物
が
約

五
割
で
あ
る
。
図
書
室
や
体
育
館

の
雨
漏
り
は
、
緊
急
に
直
す
べ
き

だ
。
来
年
度
は
、
耐
震
化
も
含
め

予
算
を
増
や
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
市
立
の
学
校
に
つ
い
て
は
、

全
般
的
に
施
設
が
古
く
な
っ
て
い

る
現
状
で
あ
る
。

　
現
在
川
越
市
で
は
、
耐
震
化
を

重
要
視
し
て
お
り
、
優
先
的
に
対

応
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
が
、
来

年
度
以
降
は
出
来
る
だ
け
予
算
を

つ
け
、
こ
ど
も
が
使
う
施
設
で
あ

る
た
め
、
全
体
的
に
細
か
い
所
ま

で
気
を
つ
け
て
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
で
、
ご
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

　
ふ
れ
あ
い
拠
点
施
設
の
諸
問
題

　
学
校
施
設
の
改
修

　
　
川
越
駅
西
口
に
移
転
の
場
合

オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
等
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
や
庁
舎
建
設
基

本
構
想
、
基
本
計
画
、
実
施
計
画

を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
。

　
　
川
越
駅
西
口
周
辺
の
グ
ラ
ン

ド
デ
ザ
イ
ン
は
庁
舎
移
転
も
踏
ま

え
、
策
定
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

庁
舎
等
を
建
設
す
る
場
合
、
一
般

的
に
は
基
本
構
想
を
策
定
し
、
基

本
計
画
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計

と
段
階
的
に
進
め
る
こ
と
が
多
い

が
、
事
業
手
法
に
よ
っ
て
手
順
が

異
な
っ
て
く
る
こ
と
も
考
え
ら
れ

る
。
今
後
は
最
も
効
率
的
な
手
法

を
検
討
し
、
必
要
な
手
順
を
踏
ん

で
着
実
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
市
役
所
の
川
越
駅
西
口
移
転

　
観
光
施
策

　
　
こ
の
制
度
は
市
民
に
ズ
シ
リ

と
重
い
負
担
に
な
る
低
所
得
者
対

策
と
し
て
、
市
民
の
命
を
守
る
た

め
、
市
独
自
の
助
成
制
度
を
検
討

す
る
べ
き
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ

い
て
は
、
国
が
来
年
四
月
以
降
も

給
付
と
負
担
の
あ
り
方
を
継
続
し

て
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

法
律
改
正
に
よ
る
負
担
軽
減
に
も

含
み
を
残
し
て
い
る
の
で
、
そ
の

動
向
を
見
定
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
従
っ
て
、
低
所
得
者
対
策
に

つ
い
て
は
、
国
の
動
向
を
見
定
め

て
、
今
後
の
行
動
を
決
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　
総
合
卸
売
市
場

　
真
寿
園
跡
地
、
目
白
学
園
跡
地

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
制
度

　
　
古
谷
小
と
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

を
結
ぶ
江
遠
島
上
江
橋
は
狭
隘
。

通
学
路
と
し
て
も
不
十
分
な
の
で

地
域
の
要
望
に
沿
い
、
改
修
が
必

要
と
考
え
る
が
見
通
し
は
ど
う
か
。

　
　
橋
梁
前
後
付
近
の
歩
道
拡
幅

は
、
法
部
分
を
利
用
す
る
こ
と
で

可
能
と
思
わ
れ
る
が
、
民
地
と
の

境
界
査
定
や
橋
梁
の
拡
幅
に
伴
う

強
度
の
検
討
等
、
ま
た
用
地
買
収

も
必
要
と
な
る
た
め
、
関
係
者
と

の
協
議
調
整
や
橋
梁
の
構
造
検
討

を
含
む
調
査
委
託
が
必
要
と
な
る
。

　
改
修
を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

年
次
計
画
を
立
て
た
段
階
的
な
整

備
と
な
る
が
、
順
次
要
望
に
添
え

る
よ
う
努
力
し
て
い
く
。

　
川
越
市
産
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

　
古
谷
地
区
小
学
校
の
環
境
整
備

　
　
財
政
計
画
は
、
中
長
期
的
な

行
財
政
運
営
を
行
う
為
の
試
金
石

と
考
え
る
が
、
市
は
今
後
財
政
裏

付
け
を
明
示
し
た
基
本
計
画
の
策

定
に
取
り
組
む
の
か
。

　
　
現
在
の
前
期
基
本
計
画
の
主

眼
は
、
推
進
す
べ
き
施
策
の
方
向

性
を
体
系
的
に
示
す
こ
と
に
あ
り
、

財
政
と
の
整
合
性
は
、
各
施
策
の

実
施
計
画
及
び
予
算
編
成
で
調
整

す
る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
五
年
間
等
の
中
期
的

財
政
見
通
し
の
下
で
主
要
事
業
の

方
向
性
や
事
業
費
を
示
せ
ば
、
計

画
の
今
後
の
見
通
し
等
も
明
確
に

な
る
た
め
、
後
期
基
本
計
画
策
定

の
際
に
は
検
討
し
た
い
。

　
総
合
計
画
と
財
政
フ
レ
ー
ム

　
高
階
地
区
の
諸
課
題

　
　
誰
も
が
か
か
る
要
素
の
あ
る

「
う
つ
病
」
そ
の
早
期
発
見
・
治

療
に
結
び
つ
け
る
為
、
市
で
窓
口

相
談
を
設
け
、
広
報
の
市
民
相
談

欄
に
加
え
る
事
は
で
き
な
い
か
。

　
　
議
員
か
ら
提
案
い
た
だ
い
た

よ
う
に
、
う
つ
病
に
焦
点
を
あ
て

た
相
談
窓
口
を
、
市
民
に
周
知
す

る
こ
と
は
、
病
気
の
早
期
発
見
に

繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。

　
今
後
に
つ
い
て
は
、
関
係
部
署

と
協
議
の
上
、
病
気
に
な
る
前
に

気
軽
に
相
談
出
来
る
窓
口
を
広
く

市
民
に
周
知
す
る
た
め
に
、
「
広

報
川
越
」
の
市
民
相
談
案
内
を
活

用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
行
政
改
革
と
職
員
体
制

　
自
殺
予
防
対
策
の
推
進

　
　
平
成
二
十
年
一
月
に
Ｄ
Ｖ
防

止
法
が
改
正
に
な
る
が
、
川
越
市

と
し
て
、
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
の

策
定
や
、
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
設
置
は
ど
う
考
え
る
か
。

　
　
川
越
市
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画

に
つ
い
て
は
、
今
回
の
Ｄ
Ｖ
改
正

法
に
従
い
、
都
道
府
県
の
基
本
計

画
を
勘
案
し
て
定
め
る
こ
と
と
規

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
埼
玉

県
が
策
定
す
る
基
本
計
画
を
勘
案

し
て
策
定
し
て
参
り
た
い
。

　
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
防
止
基
本
計
画
の

中
に
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置
を
盛
り
込
む
予
定
で

あ
り
、
今
後
様
々
な
情
報
を
参
考

に
し
な
が
ら
、
そ
の
機
能
に
つ
い

て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｄ
Ｖ
防
止
法
の
改
正
点
と
取
組

日
本
共
産
党

　 

本
　
山
　
修
　
一

答 問問 問問

答答 問

答

答

問

答 問

質問質問 質問 質問質問質問質問

質問 質問質問質問

質問質問 質問質問質問

質問質問質問

質問質問質問

質問 質問

市

役

所

の

移

転

日
本
共
産
党

　 

佐
　
藤
　
恵
　
士

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

問 答答

公
明
党
　 

近
　
藤
　
芳
　
宏

財
政
計
画
の
必
要
性

民
主
党
　 

山
　
木
　
綾
　
子

Ｄ
Ｖ
防
止
の
取
り
組
み

答 問

公
明
党
　 

小
ノ
澤
　
哲
　
也

「
う
つ
病
」
対
策

問

答 問質問 質問

啓
政
会
　 

山
　
口
　
智
　
也

観
光
客
の
回
遊
性
向
上

答 問

啓
政
会
　 

吉
　
田
　
光
　
雄

中
心
市
街
地
浸
水
対
策

啓
政
会
　 

新
　
井
　
金
　
作

田
町
踏
切
に
歩
道
橋
を

質問質問

日
本
共
産
党

　 
川
　
口
　
知
　
子

学
校
施
設
の
改
修

答 問
日
本
共
産
党

　 

柿
　
田
　
有
　
一

生
活
保
護
体
制
拡
充
を

得
　
橋
　
　
　
剛

江
遠
島
上
江
橋
の
改
修

市
　
　
　
民

フ
ォ
ー
ラ
ム

啓
政
会
　 

小
野
澤
　
康
　
弘

川
越
市
の
文
化
政
策

公
明
党
　 

若
　
狭
　
み
ど
り

無
料
妊
婦
検
診
の
拡
充

答

公
明
党
　 

桐
　
野
　
　
　
忠

発
達
障
害
者
一
貫
支
援

答 問


